
 

  

         

 

 
大野城まどかぴあ図書館 

早春号 
ＶＯＬ.１５２ 

２０２５.２‐３ 

図書館と利用者をつなぐ虹の架け橋  

～図書館情報誌パララ～  

P(People)a(and)r(rainbow)a(and)l(library)a(and) 

 

 

『園芸はじめました』 

あらい のりこ／著 

主婦の友社 

【 IG 629.7 ｱ 】 

 
引っ越しをきっかけに庭づくりをスタートした著者、

園芸は超初心者、植物はどちらかというと枯らすほ

う。初めのうちは土の良し悪しもわからず苦労してい

ましたが、相方の助言から土壌の改良や花の特徴に

ついて知ることの重要性を学びます。ついには株分

けや挿し木で植物を増やしていくまでに成長。「ズボラ

でどんくさい」と自称する著者と一緒に園芸を始めて

みませんか。 

『怖くて眠れなくなる植物学』 

稲垣 栄洋／著 

PHPエディターズ・グループ 

【 470.4 ｲ 】 

 
私たちの身近な存在でありながら、目も鼻も耳もな

く、体の一部がちぎれても再生するその生き物の正体

は「植物」です。本書では、食虫植物の仕組みやマン

グローブのように寄生した植物を覆いつくして枯らして

しまう絞め殺し植物など、知らなかった怖い植物たち

の不思議な生態を人間と比較しながらわかりやすく紹

介しています。身近な植物が実は「怖くて面白い」生き

ものだという事がよくわかる一冊です。 

『ボタニカル』 

有間 カオル／著 

一迅社 

【 F ｱﾘ 】 

 
主人公は植物の声が聞こえる樹木医の雨宮芙蓉。

人に植物が寄生する“ボタニカル病”を研究する朝

比奈匡助のアシスタントとして様々な患者と関わ

っていきますが、植物からは患者にそっと寄り添う

ような優しさを感じます。4章からなる本作、春の

章では白梅を口から吐き出す女子高生を、春の肌寒

さや澄んだ水のような甘い花の香りとともに丁寧

に柔らかく描写しています。胸が締め付けられるよ

うなせつないラストに引き込まれます。 

寒さもゆるんでくるこの季節、深呼吸して春の息吹に触れてみましょう！ 

『いつか行ってみたい 

世界の美しい庭園』 

MdN編集部／編 

エムディエヌコーポレーション 

【 629.2 ｲ 】 

日本であれば日本三名園や龍安寺の石庭などが

有名な「庭園」ですが、この本では世界中の庭園を紹

介しています。人の手が入っているからこその美しさ

を感じるイタリアのヴィラ・ランテ、庭園と建物の組み

合わせが可愛らしいドイツのシュライスハイム城、植

物の緑が鮮やかで幻想的なクロード・モネの庭など、

一言で「美しい」といっても色々ありますが、一冊で様

々な美しい庭園を堪能でき、目の保養になること間違

いなしです。 



 

  

 

 

質の良い睡眠をとるには、就寝に向けて徐々に明かりを落とすこと

が大切のようです。そこで私は照明器具を買おう！と思い立ち、ランプ

を購入しました。暖かい色合いと優しい明かりに、癒されながら、就寝

時刻まで読書を満喫しています。ただ、心地よすぎて明かりを付けた

まま寝落ちしてしまうのが悩みどころです…。（N） 

司書の 

つぶやき 

 

写真 

イベントの様子を 

ご紹介します！ 

 

さいとうしのぶの 

絵本ライブ 

ボードゲーム ＋ 

バックヤードツアー 

わらべうたで 

あそぼう 

絵本の読み聞かせや体を動か

す親子のふれあい遊びで会場

は盛り上がりました！ 

さいとうしのぶ先生 

11月 

10 日 
（日） 

 

10月 

26 日 
（土） 

 

普段は入れない書庫

などを見学した後は、

ボードゲームで楽しみ 

ました！ 

10月 

29 日 
（火） 

 

大きな布をつかっ

たわらべうたでは

赤ちゃんが布の

下をくぐるなど楽

しんでもらいまし

た！ 
 

ことばの箱推し 

お楽しみ袋 

10月 24 日～ 

9 カ所に著名人の「こと

ば」が書かれた本を設

置！心に響いたことば

はあったでしょうか。 

10月 26 日～ 

本を英字新聞で包んだ

お楽しみ袋！ヒントを

参考に自分に合った本

を手に取れるよう工夫

しました。 

多くの方にご参加 

いただきました！ 



 

  

 
 

 

 

おひざでだっこ 毎週火曜日 
10：30～10：45 
 
ぴよぴよのへや（0歳児向け） 

  
よちよちのへや（1・2歳児向け） 

  

わくわくおはなし会 毎週土曜日 
①10：30～11：00 ②11：15～11：45 

幼児～小学生向け  

 
ひらめきデー  

①10：30～11：00 ②11：30～12：00 

  

Ｑ１．昭和21年ごろ、錦町にあった劇場について知りたい。 

①『春日原地区歴史散歩』 【CC 219.1 ｱ】 

P21 昭和33年の春日原地区の航空写真とその解説図があり、春日原映画劇場が確認できます。 

②『大野城市巡杖記』 【CC 219.1 ｱ】 

P236～240 「春日原劇場・映画館から博多織工場へ」の項に解説があります。 

  

Q2．産卵前のペットのアカテガニが自分で爪を外してしまった。ストレスか？ 

①『カニのくらし』 【485 ｺ】 

P22 敵に捕まると爪を切り落とし逃げのびます。 

②『世界大百科事典5』 【R 031 ｾ 5】 

P513 爪や足を切り捨てる行為を「自切」といい、怪我をした際の防護自切、 

敵から逃げるための逃避自切があります。 

ご安心ください！ 

爪は復活します！ 

村民歓喜の劇場！ 

（ただしすぐに経営難に…） 

 

2月 February 3月 March

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1 23 24 25 26 27 28 1

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 1 23 24 25 26 27 28 29

30 31

としょかんのおはなし会 

 

 

 

 こんなお尋ねがありました！ 
しらべものカウンターでは、皆さんの調べもののお手伝いをしています。 

どのようなお手伝いをしているのか、実際に利用者の方から寄せられた質問と共にご紹介します。

 

 

図書館 HP では利用者の方から寄せ

られたお尋ねと回答を「レファレンス

データベース」として紹介しています。 

様々な事例がありますので、ぜひご

利用ください！ 

図書館には本を貸し出すだけではなく、“調べものの

お手伝いをする”サービス（レファレンスサービス）が

あります。 

CDや本の検索から問題解決のお手伝いまで、 

しらべものカウンターへお気軽にお尋ねください♪ 

 

 

「子どものころ読んだあの本のタイ

トルを知りたい！」など様々な質問

を受け付けています。 

 

詳しくはHP・館内チラシをご確認ください。 

 



 

 

す す め の 

 

つどい・ふれあい・はばたく 

大野城まどかぴあ図書館 
公益財団法人大野城まどかぴあ 
816-0934 福岡県大野城市曙町2丁目3番1号 
 TEL 092-586-4010  ▲図書館HP 

  

Instagram onojo_madokapia_library 
de  

図書館の最新情報はこちらから！ 

ホームページ http://www.madokapialibrary.jp/ 
de  

『tupera tuperaのアイデアポケット』 
tupera tupera／著 

ミシマ社 

【 726.5 ﾂ 】 

絵本やイラストをはじめ多くの作品を手掛けている二人組の

ユニット tupera tupera。二人が普段どんなことを考えながら作

品づくりをしているのか、その制作の裏側が語られています。 

たとえば絵本「パンダ銭湯」は、テレビで見たパンダが「おっ

さん」みたいに見えたところからアイデアが生まれたそう。「パ

ンダ＝かわいい」という世間の評価を疑ってできた絵本でし

た。従来の型にとらわれず、遊び心のあるアイデアがあるから

こそ、楽しい絵本が作られているのだと感じます。 

 二人の考えを知ったうえで絵本を読めば、新たな面白さが発

見できそうです。(S) 

  

『夜と跳ぶ』 
額賀 澪／著 

PHP研究所 

【 F ﾇｶ 】 

  

「ねえ、おじさん、俺に仕えない？」  

ある不祥事を起こし、スポーツカメラマンを干されてしまっ

た与野丈太郎は、本来ならパリオリンピックにいるはずだっ

た夜、渋谷のスケートボードのストリートコンテストで 18 歳

の少年、大和エイジと出会います。エイジが繰り出す華麗な

技に魅せられ誘われるように彼専属の「フィルマー」（映像を

専門に撮影する人）をすることに。東京オリンピックで初代金

メダリストだったエイジがパリオリンピックに出場しない理由

とは？そして丈太郎の不祥事とは・・・。 

20 歳も年の離れた二人の友情と、スケートボードの本質

を描く感動の物語です。（T） 

『訳して、書いて、楽しんで』 

村井 理子／著 

CCCメディアハウス 

【 801.7 ﾑ 】  

出版翻訳家、兼、エッセイストの著者によるお仕事エッセイ。

翻訳家になったいきさつから、これまで誠実に訳して、書いて、

積み上げてきたノウハウや心がけが惜しみなく書かれていま

す。たとえば、翻訳家はタイトルをつけないこと、訳すときは

kindle の原書を使い、推敲が終わった後は Audible を使って耳

で聞きながら目で原稿をチェックしていること、原文に忠実に訳

しながらも日本語をおもしろく書くこと、など。 

また著者は子育てと介護も現在進行形。家族である大型犬

のサリーを亡くした時も、どんな時も「書くことで自分を救ってき

た」と言います。本書には「翻訳が好き」という熱いメッセージが

つまっています。（T） 
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